
２．創造的復興に向けて １．復旧に向けた早急な対応 

 着実な復旧・復興に向けて ◆みんな（市民，地域，企業，行政）の協働による推進  ◆国，県，遠隔自治体など多様な主体との連携 
              ◆復興財源等の確保（復旧・復興事業への重点化，国・県への働きかけ） ◆計画の進捗管理（ＰＤＣＡマネジメントサイクル等） 

 

（主な取組み） 
◆新庁舎建設基本構想・基本計画策定 
◆庁舎解体工事への市民参画 
◆被災施設の早期復旧 
◆上下水道施設，公共土木施設の早期復旧 
◆急傾斜地及びがけ地の早期復旧 
◆情報インフラの機能強化  
◆文化財等の復旧   ◆観光名所の復旧   
◆地域コミュニティ施設の復旧支援 

（主な取組み） 
◆商工業施設等の復旧支援  
◆災害復旧融資への助成  ◆立地企業支援 
◆農業施設等の復旧支援  ◆農地の復旧支援 
◆漁港及び漁場の復旧 
◆観光名所の復旧  ◆風評被害対策 
◆ふるさと応援寄附金返礼品ラインナップ充実 
◆地域活性化イベント支援 ◆有効な情報発信 

（主な取組み） 
◆熊本地震の検証 ◆地域防災計画の見直し 
◆業務継続計画の作成 ◆応急給水体制の強化 
◆避難所の機能維持・改善  
◆福祉避難所の機能強化 
◆自主防災組織の結成支援，統合・分割の検討 
◆総合防災マップの作成 
◆自治公民館・地域学習センター等の復旧支援 
◆住民活動拠点への支援 
◆地区公民館活動の推進 

（主な取組み） 
◆住宅の応急修理支援 ◆住宅の耐震化促進 
◆被災建物等解体・撤去支援 
◆宅地等の復旧    ◆災害公営住宅の整備 
◆被災者生活再建支援金等による生活再建支援 
◆地域支え合いセンターの設置・運営 
◆地域包括ケアの体制づくり 
◆地域消防力の機能回復の促進 
◆被災者に寄り添った健康支援・心のケア 
◆市外避難者へのサポート 

復旧・復興の基本理念 
 ● 元気な宇土市を取り戻すための．被災者に寄り添った迅速で効果的な復旧 
 ● みんな（市民，地域，企業，行政）の協働による，災害に強いまちづくり 
 ● 「これからも選ばれる」まちを目指した，未来につながる創造的な復興 

震災前より 元気な宇土市！ 

宇土市震災復興計画（第１期） 【概要版】     対象期間：平成28年度～平成30年度 

（１）くらし・生活の再建 

  ①被災者の「すまい」確保支援 

  ②被災者の生活再建へのサポート 

  ③安心・安全な生活環境の確保 

  ④被災者の健康・心のケア 

（１）安心して暮らせる生活環境の構築 

 ○将来起こりうる災害に対応できる仕組みづくり 

 ○結婚から出産，子育て，教育までの切れ目ない支援 

  の継続・充実 

 ○安心して生活できる「すまい」支援      等 

（３）災害に強い社会基盤の整備 

 ○災害に強い構造の推進による防災機能の強化 

 ○公共施設等総合管理計画による計画的な更新 

 ○災害に強い情報基盤の構築 

 ○情報収集体制の整備や発信力の強化      等 

（２）地域産業の振興と賑わいの創出 

 ○地元産品のブランド化や，担い手の育成・確保支援 

 ○商店街の空き店舗の解消・有効活用や創業支援 

 ○被災による観光資源の損壊等の「マイナス」を 

  「プラス」に変える取組みの検討       等 

（４）震災の記憶・教訓の継承 

 ○熊本県「デジタルアーカイブ事業」と連携した 

  震災関連の収集・管理 

 ○収集した情報の有効活用と，外へ向けた発信 

 ○これからを担う若い世代への防災教育の推進  等 

（２）安心・安全なまちづくり 

  ①災害時マニュアル等の整備 

  ②避難所の見直し・機能強化   

  ③自主防災組織へのサポート 

  ④予防防災活動の推進 

  ⑤地域のまちづくり活動支援 

（３）地域産業の再生 

  ①商工業再建への支援    

  ②農林漁業再建への支援 

  ③観光産業再建への支援 

  ④地域の賑わい創出に向けた支援 

（４）社会基盤の復旧 

  ①復興のシンボルとなる庁舎再建 

  ②公共施設の早期復旧・機能強化 

  ③インフラの早期復旧・機能強化   

  ④地域の誇り（文化財等）の回復 


